	分野
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材の
タイトル
	ビジネスプレゼンテーション（企業の環境会計についての取組）

	教材からの学び
	１　環境会計の意味を理解し、興味・関心を深める。
２　環境会計を導入するメリットを理解し、ＳＤＧｓやＥＳＧにかかわる手法として、会計的側面から企業を分析する力を養う。
３　企業の環境会計についての取組をまとめ、プレゼンテーションを実施し、問題解決に向けて主体的に取り組む態度を育成する。

	時間数
	４時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義、プレゼンテーションの作成＞
[bookmark: _Hlk206327379]１　ワークシートを用いて企業の環境会計について講義を行う。（20分）
２　企業の財務諸表を調べながら、環境会計についての取組を調べ、プレゼンテーションの作成を行う。（30分）

＜２時間目～３時間目　プレゼンテーションの作成＞
１　企業の財務諸表を調べながら、環境会計についての取組を調べ、プレゼンテーションの作成を行う。（50分×２）

＜４時間目　プレゼンテーションの実施＞
１　プレゼンテーションの実施と振り返りを行う。（50分）


　　　ティーチングノート




ビジネスプレゼンテーション　授業計画

■本時の位置付け
第23章　連結財務諸表の活用
第２節　 連結財務諸表の活用

■本時の目標
１～３時間目
環境会計を導入するメリットを理解し、プレゼンテーションを作成することにより会計的側面から企業を分析する力を養う。

４時間目
環境会計についての取組をまとめ、問題解決にむけて主体的に取り組む態度を育成し、プレゼンテーションを実施し、表現力を身に付ける。

■評価の規準
【Ａ】知識・技術
・環境会計について説明している。
・環境会計のテーマに即した企業の取組を理解しており、プレゼンテーションの発表技法を習得し、「導入→本体→結び」という基本に沿って、論理的に説明することができる。

【Ｂ】思考・判断・表現
・企業の環境関係について取組をまとめ、自身の考えを表現している。また、プレゼンテーションの中での見やすさや色の使い方、アニメーションなどの工夫をしている。
・①環境保全コスト、②環境保全効果、③環境保全対策に伴う経済効果に関する３つの観点を入れた発表をしている。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・プレゼンテーション作成に積極的に取り組もうとしている。
・「評価資料」の「振り返りシート評価シート（シート１またはシート２）」の記入から、主体的に取り組む態度を身に付けている。

■留意事項
　・プレゼンテーション作成が円滑に進むよう、適宜教員から指導・助言を行う。


■授業運営の詳細
[bookmark: _Hlk206332837]＜１時間目＞
	【授業の大枠】
・ワークシートを用いて企業の環境会計について講義を行う。（20分）
・企業の財務諸表を調べながら、環境会計についての取組を調べ、プレゼンテーションの作成を行う。（30分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（３分）
　・皆さん、コンビニでレジ袋をもらうのにお金がかかるようになりましたよね。なぜだと思いますか。あれは企業が環境への負担を減らすための取組の一つです。また、工場の照明をＬＥＤに変更し、店舗での太陽光発電の導入も企業の環境配慮への取組です。
　　他に取組事例はないか、隣り合う生徒同士で共有してもよい。発問して聞いてもよい。
・こうした環境に関わるコストや効果を会計の形で記録・評価する仕組みが環境会計です。今日は、環境会計の基本的な考え方や、実際に企業がどのように取り組んでいるかを見ていきましょう。

２　環境会計の講義（17分）
　・本教材の環境会計に関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用して環境会計の基礎について学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。
参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=BSBiSmogS0U
　　会計×ＥＳＧ『ＥＳＧと未来社会』～公認会計士から見た経済社会のリアル～
日本公認会計士協会近畿会
環境会計を導入している企業例
　・ワークシートにある森永製菓、トヨタ自動車、キリングループの具体例を活用して学習する。ビジネスプレゼンテーションの作成前に、グループで意見共有を行ってもよい。

３　ビジネスプレゼンテーションの作成（30分）
・企業の環境会計についての取組を調べてみましょう。過去３年間の売上高・当期純利益は企業のホームページや有価証券報告書から調べてください。有価証券報告書を検索する方法は主に二つあります。まず一つ目がEDINETを用いる方法です。EDINETでの検索方法は、①インターネット検索でEDINETと入力します。そうするとEDINETのサイトが出てくるのでそれをクリックします。②「提出者/発行者/ファンド/証券コード」に検索したい企業名を入れましょう。例えば「イオン」とか「トヨタ自動車」とか。しかし、「イオン」と入れると「イオンディライト」や「イオン北海道」「イオンモール」なども出てくるので注意してください。③「書類種別」は「有価証券報告書」に☑を入れましょう。④以上の①～③をすると有価証券報告書が出てきますが、「四半期報告書」（３か月ごとに企業が報告する書類）や「半期報告書」（半年ごとに企業が報告する書類）も出てきますが、今回検索したいのは「有価証券報告書」になるので注意してください。
・次に二つ目の方法が各企業のホームページから検索する方法です。各企業のホームページから検索する方法は、インターネットの検索で「企業名　有価証券報告書」（例えば、イオン　有価証券報告書）などと入力するとたいてい出てきます。こちらも四半期報告書や半期報告書も出てきますので注意してください。それでは有価証券報告書を活用しながら環境会計への取組についてできるだけ詳しくまとめてください。
・プレゼンテーションソフトで作成する。スライドの枚数等については各学校や教員の裁量で授業を展開する。






























＜２～３時間目＞
	【授業の大枠】
・企業の財務諸表を調べながら、環境会計についての取組を調べ、プレゼンテーションの作成を行う。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　ビジネスプレゼンテーションの作成（50分×２）（前時と同様）
　・企業の環境会計についての取組を調べてみましょう。過去３年間の売上高・当期純利益は企業のホームページや有価証券報告書から調べてください。環境会計への取組についてできるだけ詳しくまとめてください。
　・プレゼンテーションソフトで作成する。スライドの枚数等については各学校や教員の裁量で授業を展開する。



＜４時間目＞
	【授業の大枠】
・プレゼンテーションの実施と振り返りを行う。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　ビジネスプレゼンテーションの実施（40分）
　・これからビジネスプレゼンテーションの発表を行います。発表者ははっきりとした言葉で聴く人は聴くマナーを守って発表を聴いてください。

２　振り返り（５分）
・「評価資料」の「振り返り評価シート（シート１またはシート２）」を配付し、記入させる。その後、グループで共有するとよい。振り返りは学びの定着・課題の発見・自己評価につながるため必ず行う。
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を回収し、評価をつける。

３　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のように毎回この授業をクロージングしています。もしよろしければ参考にしてください。（クロージングの方法はこの限りではありません。）
・環境会計は、持続可能な社会の実現に向けた重要なツールです。企業の経済的な利益だけでなく、環境への影響を可視化することで、未来のための正しい選択ができるようになります。これからの時代は、利益と環境のバランスがさらに重要になってきます。皆さんが今日学んだことが、未来のビジネスと環境をつなぐ大切な一歩になります。
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